
（別紙３）

〜 令和 ７年 １⽉ １７⽇

（対象者数） 13 （回答者数） 10

〜 令和 ７年 １⽉ １７⽇

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・より⼩学校の雰囲気が感じられるように、学校の流れな
どのロールプレイなど⾊々なものを取り⼊れていきたいと
主もいます。

2

・個別的な⾯談にも応じているが、各職員全員が同じ対応
や返答ができるよう個⼈の⽀援技術向上に⼒を⼊れていき
たいと思います。

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

・近くの福祉サービス事業等と連携を深め、地域の催しも
のへの参加など、事業所の認知度を⾼めていくことから実
施してみようと思います。

2

3

・廃校を活⽤している為、就学へ向けての疑似体験ができ
る。

・ハード⾯として、昔ながらの広い教室を活かした就学前の
準備が出来る利点があります。

・ご家族に向けた勉強会や懇談会を定期的に⾏っている。 ・ペアレントトレーニングを実施しており、職員も共に保護
者と勉強できるよう取り組んでいます。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・他の保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や活動する
機会がほとんどない。

・現代の関係の希薄さからか地域との連携もなかなか接点を
⾒いだせない状況であると感じています。

令和 ６年 １⽉ ６⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和 ７年 ２⽉ ３⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 発達⽀援センター コメット２

○保護者評価実施期間 令和 ６年 １⽉ ６⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


